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向けて --西海道・山陰道・山陽道の地域性 = Toward
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　　　  「文化庁方式」の日本民謡の分類 （Groemer 2002）

























































































 ●  日本民謡に関するデータ量が豊富であること






















































































 ●  日本民謡の楽曲データを電子データ化すること
 ●  旋律中に繰り返し出現するパターンを抽出し，音楽
的特徴を決定すること













 ●  日本民謡では，一音一音の動きのほとんどすべて
（分析データの97.04%）が完全4度音程を超えない
狭い音程範囲内に収まること
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表2.3　『日本民謡大観』全9巻の
　　　　掲載楽曲数の種目別上位20位
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